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本
誌
前
琥
に
伊
水
の
上
流
地
域
に
は
痩
即
ち
甲
妙
腺
腫
を
病

む
人
の
多
い
こ
と
を
紹
介
し
た
列
飴
程
皆
の
注
目
を
惹
い
た

と
見
え
て
他
に
誉
に
開
す
る
記
事
は
な
い
か
と
質
問
を
受
け

た
、
常
時
些
か
控
へ
て
ほ
い
た
も
の
も
あ
る
が
、
直
接
あ
の
紀

行
と
開
係
が
た
か
っ
た
か
ら
省
略
し
た
の
で
あ
る
。
今
そ
の
補

説
と
し
て
斎
に
就
い
て
目
に
圈
れ
た
記
事
を
書
附
け
る
。
酉
征

記
に
も
「
俗
云
水
土
所
致
。
伊
水
不
可
飲
也
。
」
と
あ
る
如
く
一

種
の
地
方
病
で
飲
料
水
と
則
係
か
お
る
ら
し
い
。
王
安
石
の
「
汝

廃
和
王
仲
収
」
と
い
ふ
詩
に
は
「
汝
水
出
山
陰
。
汝
民
多
病
働
」

と
あ
っ
て
伊
水
に
近
い
汝
水
の
流
域
に
も
こ
の
病
気
の
あ
る
こ

と
を
知
る
。
Ｅ
小
品
方
』
に
は
「
長
安
及
襄
陽
Ｍ
人
。
其
飲
沙
水

喜
病
沙
痩
」
と
あ
っ
て
此
等
の
地
方
に
も
風
土
病
と
し
て
の
痩

が
あ
っ
た
ら
し
い
。
現
在
熱
河
省
に
は
こ
の
病
が
あ
り
土
地
の

人
は
痩
な
き
者
を
外
来
者
扱
ひ
に
す
る
さ
う
で
あ
る
。
（
『
亜
東

轟
』
第
二
輯
參
看
）
わ
が
豪
測
の
山
地
に
も
こ
の
地
方
病
が
あ

る
と
い
ふ
。

　

『
称
名
』
に
「
痩
替
也
。
在
頚
嬰
喉
也
」
と
あ
る
如
く
頚
下
に

垂
れ
下
が
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
形
に
就
い
て
面
白
い
記
事
が

あ
る
。
『
水
純
江
水
注
』
に
「
杜
元
凱
之
攻
江
陵
也
。
城
上
人
以

刳
繋
狗
預
示
之
。
元
凱
病
痩
欣
也
」
と
あ
っ
て
丁
度
飢
を
留
下

に
吊
下
げ
た
や
う
な
形
で
あ
る
。
因
み
に
我
國
で
甑
を
フ
ク
ベ

森
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三

と
い
ひ
瘤
を
フ
ス
ベ
と
い
ふ
の
は
や
は
り
形
の
類
似
か
ら
で
あ

ら
う
か
。
王
安
石
の
さ
き
の
詩
に
は
痩
の
形
を
「
或
如
島
根
満
。

或
若
猿
暖
並
」
と
い
っ
て
ゐ
る
。
共
に
物
を
含
ん
だ
姿
で
あ
る
。

毎
に
は
地
方
病
の
外
に
憂
恚
し
気
結
ぶ
に
山
っ
て
生
す
る
も
の

も
あ
る
。
魏
志
賀
地
傅
に
引
く
『
魏
略
』
に
「
地
前
在
弘
農
。

英
典
農
校
尉
孚
公
事
。
不
得
理
。
乃
登
憤
生
痩
」
と
あ
る
の
が

史
賓
に
求
め
う
る
一
例
で
あ
る
。
『
小
品
方
』
に
よ
れ
ば
こ
の
方

は
痩
に
核
が
な
い
が
、
沙
水
を
飲
む
た
め
に
で
き
る
方
は
核
が

あ
っ
て
根
な
く
し
て
浮
動
し
皮
中
に
在
り
と
い
ふ
。
或
は
蘭
漫

性
甲
奴
腺
腫
と
結
節
性
甲
歌
腺
腫
の
差
で
あ
ら
う
か
。
杜
元
凱

印
ち
杜
預
か
痩
を
忠
っ
た
こ
と
は
前
述
の
如
く
で
心
る
が
、
こ

の
人
に
『
春
秋
経
傅
傅
集
解
』
の
著
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と

で
あ
ら
う
。
し
か
る
に
買
地
―
『
春
秋
左
氏
解
詰
』
の
著
者
の

そ
れ
に
非
ず
Ｉ
も
亦
＝
魏
略
』
に
よ
れ
ば
「
始
地
篤
諸
生
。
略

寛
大
義
取
其
可
用
。
最
好
春
秋
左
傅
。
」
と
ゐ
つ
て
、
こ
の
處
痩

と
左
傅
と
は
因
縁
が
あ
り
さ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
扨
置
き
痩
を

治
す
の
に
は
昆
布
が
一
番
。
昆
布
は
支
那
に
は
産
せ
す
『
本
草
』

に
も
東
沁
に
出
づ
と
か
高
麗
に
出
づ
と
か
言
っ
て
ゐ
る
。
そ
こ

で
昆
布
は
こ
ぶ
を
治
す
が
故
に
こ
ぶ
と
い
ふ
の
で
あ
っ
て
こ
の

語
が
支
那
へ
波
っ
て
昆
布
と
な
っ
た
と
い
ふ
、
（
服
部
宣
『
名
言

通
』
の
説
）
と
も
か
く
毎
を
治
す
に
昆
布
や
沁
藻
の
必
要
な
こ

と
は
『
千
金
方
』
以
下
諸
種
の
方
書
に
見
ゆ
る
所
で
あ
る
。
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